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はじめに

ミ ャ ン マ ー 連邦共和国は 日 本の約 1.8 倍の面積
をもち， 人 口は約 5,149 万人， ビ ルマ族を主と し
約 135 の民族で構 成される多民族国家で す． 平
成27 年11 月 の総選挙によ り， 軍事政権の影響
が強い政治体制から民政移管がされたことから東
南アジア最後のフ ロンティアとして 日 本企業の進
出 が 著 し い開発途上国であ り， 在留邦人は約
2,500 人(2017 年 3 月 現在）と報告されています．
新潟 大学は2000 年よ り ミ ャ ン マ ー の医療 機関へ
の医療支援 を開始し， 2004 年にはインフ ルエ ン
ザの調査を開始しま した. 2015 年度からは， 日
本医療研究開発機構 ( AMED ) の感染症研究国際
展開戦略 プログラム ( J - GRID ) に於いて，「 ミ
ャ ン マ ー における呼吸器感染症制御へのアプロ ー

チ 」が新規採択され， 本格的な調査 ・ 研究を開始
い た しま した．

プ ロ ジ ェ ク トの背景 と 概要

新潟大学は， ミ ャ ン マ ー が半鎖国状態であった
2004 年から主要な政府系研究所とインフ ルエ ン
ザの共同研究を行い， 研究・ 人材育成の両面で 現
地のカ ウン ターパー トと強い連携体制を作ること
によ り， 感染 症研究の基盤を構築してきま した．
ミ ャ ン マ ー はアジアにおける感染症の主要伝播経
路であると同時に， 日 本より半年早 く 新 しい抗原
性のインフ ルエン ザがヒトで流行することが判 明
しており， 日 本の ワ クチ ン株の選定のた めに重要
な地点であることが確認されています．

2015 年には国立研究開発法人 日本医療研究開
発機構( AM E D )「感染 症研究国際展開戦略プロ
グラム( J- GRID )」における第 9 番 目の拠点として，
ミャンマー の最大都市 ・ ヤン ゴンにある国立衛生研
究所( NHL : National Health Laboratory ) に感染
症研究拠点を設けることができました. J-GRID は
第 ーフェー ズ(2005 ~ 2009 年度 ）， 第 ニフェー ズ
(2010 ~ 2014 年度） を経て， 現在は第三フェー ズ
(2015 ~ 2019 年度） に入っており， アジア ・ アフ
リカ に整備 した海外研究拠点を活用し， 相手国 機

関と協力して， 各地で蔓延 する感染症の病原体に
対する疫学研究， 診断治療薬等の基礎的研究を推
進し， 感染制御に向け た 予 防や診断治療に資 する
新 しい技術の開発や高度専門人材の育成を図るこ
とを 目的としていま す． 主な研究対象はインフ ル
エ ンザ， デング熱， 薬剤耐性菌， 下痢 症感染症で
すが， その他， 結核， エイ ズ， 小児重症肺炎， チ
クングニヤ 熱など， 我が国への侵入リスクや疾
患の重篤度など を考慮 した感染 症 を研究対象と
していま す． また， 全国の 大学 ・ 研究機 関及び
国立感染 症研究所との共同研究体制の 強化も図
っていま す．

本プロジェクトでは， これまでの疫学研究に 加
え， 病理学やウイルス学的見地から感染症制御ヘ
の取組みを発展 さ せるとともに， 高度専門人材育
成に向けた開かれた研究拠点を 目指 しています．

拠点設立の経緯

新潟 大学医学部は2005 年に ミ ャ ン マ ー 保健省
との間で研究交流協定 ( MO U : Memorandum of 
Understanding ) を結び， 第二病理学教室 （内藤
慎教授）と公衆衛生学教室 （鈴木 宏教授） を中
心にインフ ルエ ン ザの疫学調査を続けてきた． こ
れらの医療協力が WHO に評価 され2008 年には
NHL が National Influenza Center に認定された
ことから， ミ ャ ン マ ー におけるインフ ルエ ン ザの
本格的な疫学調査が行われるようになった． 一方，
2007 年には文科省・ アジア科学技術振興調整費
が採択となり， ヤ ン ゴ ン 第二医科大学 ( UM2)
を中心に 3 年間で 6 名の ミ ャ ン マ 一 人医師を新潟
大学に受け入れた. 2013 年には学術や学生交流
に関わる部局間協定を UM2と締結 し， 関連教育
病院のサンピ ュ ア総合病院を中心にインフ ルエ ン
ザの調査を継続 した．

2015 年に J-GRID プログラムに採択されてから
は， プロジェクト開始の 大前提となる研究協力協定
書( TCA : Technical Cooperation Agreement ) を
同年11月に保健省と締結した後， 急逮 N H L 内に
オフ ィ スと実験 室の整備に取り掛かった． 翌2016
年 3 月 15 日にヤン ゴン市内の ホ テルにお いて， 新
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図1 ミ ャ ン マ ー に お け る 新潟大学医学部の医療協力 の経緯

潟大 学ミ ャンマ ー感染 症 研 究 拠 点 開 所 式 を 挙 行 し

た． 式 典には， ミ ャンマ ー 側から保健省 医療サー ビ
ス 局 局 長 を はじ め， ヤンゴン第 二 医 科大 学 学 長 ，
ヤンゴン総 合 病 院 院 長 ら 多 くの 来 賓が出 席 した

日 本 側からは文部 科学 省 審 議官 を はじ め，A M E D,

在ミ ャンマ ー 国 日 本 国大 使 館 ， J I C A ミ ャンマ ー 事
務 所 ， ま た新 潟 大 学 からも 多 くの方が出 席 した
この式 典により新 潟大 学ミ ャンマ ー 惑 染 症研究 拠

点 ( IDRC : Infectious D iseases Research Center 

of Ni igata University i n  Myanmar) の開 所と ， 新

潟大学と NHL が進め る 共 同 研 究 「 Joint Research 

P r o j e c t  on I n f l u e n z a  a n d  O t h e r  R e s p i ra tory  

V i r u s  I n f e c t i o n s , a n d  S e v e r e  P n e u m o n i a  i n  

Ch i ldren」 が正式に開 始 され た
一 方 ， 2 0 1 6 年 1 1 月 2 日にはミ ャ ンマ ー から 4

名の共 同 研 究 者 を 招聘 し，「 第 一 回 日 本 ・ ミ ャ ン
マ ー 合 同 シ ンポジ ウ ム i n 新 潟」 を 医学部 有壬 記
念館で開 催 し， 2 0 1 7 年 1 0 月にはミ ャ ンマ ー 人ス

タ ッフ 1 名が技 術 研 修のために 長 期 来 日 するな
ど ， 国 際交流と人材育成にも 取り組んでいる ．

研究組織 と 課題

海 外研究 拠 点 設 置 機関であ る 国 立 衛 生研 究 所
(NHL) は 1963 年にビル マ （ ミ ャ ン マ ー ） パス
ツ ー ル 研 究 所など 5つの研 究 所の集合と して設立
され， 現 在は保 健 ・ スポー ツ 省 医療サー ビス 局

の管轄に あ りま す. V i r o l ogy ,  B a c t e r i o l ogy,  

Sero logy, C l i n i c a l  Patho logy など の部門からな
り， ミ ャ ンマ ーの医療 ・ 公衆衛生の中核とな る研
究 所で， 保健 ・ スポー ツ 省の医療サー ビス 局の副
局 長 Dr. Htay Htay Tin が統括 している ． ウイル

ス部 門に対 し， 2007 年 よ り 新潟大学が梢 極 的に
技術支援 を 行 い， WHO によ る National Influenza 

C e n t e r の認定に大き く 貢 献 しま し た 現 在， 新

潟大学 を 始め，パス ツ ー ル 研 究 所 ，KOICA ( 韓国） ，
J I CA,  国 立 国 際 医療研究 セ ンタ ー （ 日 本 ） との

共 同研究 が進行 しており， 国 際医療協 カ ・ 研 究 の

推進に取 り 組んでいま す．
研 究 協 力機 関であ る ヤ ン ゴ ン 第 二 医 科大 学

(UM2 : University of Medicine 2) はミ ャ ンマ ー

の 6 国 立 医 科 大 学の一つであ り ， 1 963 年 に ヤ ン
ゴン大学の医 学部と し て設 立 され， 1 964 年に分

離 ・ 独立 しま し た 2 0 1 8 年現 在の修 士 ・ 博 士 課
程の大学院 生 を 含 む 総学 生 数 は2 ,572 名 ， 教 員 数
は564 名の規 模となっている ． 関連 教 育 病 院と

してはサン ピ ュ ア 総合病院やヤ ンキン 小 児病院等

があ る. 2013 年には新 潟大 学 医 学部との間で交

流協定 を 締結 し， 病理学部門 を 中 心に交流が続い
ている ．

インフル エンザ調査 ・ 研 究 の協力機関であ る サ
ン ピ ュ ア 総合病院 ( S G H : T h i ngangyun Sanpya  

General Hospita l ) は， 1 994 年 3 月 に ヤ ン ゴンに
開 院 した 500 床の公立 病 院で， 1 7 の診療科と 1 2

診療科の病棟 を 有し， 130 万の人 口 を カバ ー して

います ま た， U M2 の 関連 教 育 病 院と し て， 学
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I 研究組織と研究開発課題 NHLー新潟大学プロ ジェク ト 1 (AMED/ J-GRID) 
研究開発期 間 ： 2015年4 月 ー 2020年3月 ( 5年 間 ）

新潟大学ミ ャ ン マ ー慮染症研究拠点( I nfectious
Diseases Research Center 

of Ni igata University in Myanmar ( IDRC) )  
国 立衛生研究所 (NHL) 内

［ 海外拠点設置機1111]
国立衛生研究所[ (NHL)

［研究協力 櫨1111]
ヤ ン ゴ ン 篇二医科大学

サ ン ピ ュ ア総合病院
ヤ ン キ ン小見病院

-
［ 代表櫨胃l

新潟大学

［研究協力欄胃］
新潟膏隈大学

ピ ン マ ナ200床総合病院
マ ン ダ レ ー 医科大学 （ 予定 ）

..,,_ 
新潟県保健環境研究所

農研機構 ・ 動物衛生研究所

--- 1 国 立感染症研究所(N I ID) I 

-� 111 一 一
病原体の ゲ ノ ム マ ッ ピング ウ イ ルス と 細菌感染症の

サーペ イ ラ ン ス
母体免疫

図2 研究組織 と 課題の概要

生の臨床教育の重要な 役割を担っていま す． 本 プ

ロ ジ ェクトには， 新潟大学医学部に留学 し学位を

取得 され た呼吸器内科部 長・教授の Dr. Yadanar 
Kya w が， 共 同研究 者と して参加 していま す

小 児重症肺炎の協力機関であ る ヤ ンキン小 児 病

院 ( YKCH : Yan kin C hil dren Hos pi ta!)は， 2 0 1 1

年 3 月 に 550 床の小 児 病 院と し て開 院 し， SGH

と同 様に， U M 2 の関連 教 育 病 院としての役割を担
っていま す． 本 プロ ジ ェクトには， 小 児 科の Dr.
K hin N y o T hein が共 同研究 者として参加 し， 患

者検体の採取や患 者 情 報 の収 集に協力しても らっ
ていま す．

主な研究 課題 は「インフル エンザ ・ 呼吸器 ウイ
ル ス」 と 「 小 児 重症 肺 炎」 であ るが， 2 0 1 8 年度

にはA M E D からの要 請を受け「 小 児下 痢 症」の
実 態把握に取り組 む べ く ， NHLや現地 医療機関

との交渉を開 始 している．

感染症研究拠点 の整備

研究 協 力協 定 書 ( TCA) 締 結の作業を進めな
がら， NHL との交 渉の結果， 別 館にオフ ィ ス と

実 験室を整備でき た オフ ィ ス は他部門の部屋を
間借りしスタ ッフの居室と し た 実 験室 は隣の研

修用実 習室の一部をパ ーテ ー シ ョンで仕切 る形で

整備でき た 実 験室には安全キ ャ ビ ネ ット， オ ー

トク レ ー プ， 卓 上 PC R 装置， リ ア ルタイム PC R

装置， ゲル 撮 影 装置， 卓 上 及 び微 鼠 冷 却 遠 心機，
撮 影 装箇付き 細胞用顕微鋭， 炭 酸 ガス 培養器 及 び

イオ ン交換・超純水採取装置等 を設置 し， 別 室に

検体 ・試薬保存のための冷蔵庫， 冷凍庫と超低温
冷凍庫を設置 した． 狭 いながらも プロ ジ ェクトス

タ ッフによ る研究の遂行と共に， ミ ャ ンマ 一 人研
究者の研修にも 利 用 している．

プロ ジ ェクトの専任スタ ッフは拠 点 長 （特任教

授 ） と 特 任 助 手， 現 地 技 術 補 佐 員 ( M edical
O f f ic er) 3 名と新潟 サイドのプロ ジ ェクト秘書 2
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名 で， H 本人特任教員 2 名 は交互 に渡緬 しプ ロ ジ
ェクトの円滑 な遂行 に携わ っている ．

技術移転 と人材育 成 については，今 までにイン
フル エンザ ウイル ス の遺伝子同定 ，抗原 解析と遺

伝子 解析法 の実技講習 ， ウイル ス培養 細胞培養 ・
分離等の技術 指導 ， インフ ル エンザ ウイ ルス のリ

アル タイムPC R による 同定 の講習 を随時行 って
きた． また， プ ロ ジェクトのミャ ンマー 人女性技

術補佐員 を約 5週間 の予定で招聘 し， インフ ルエ

ンザ を 含む呼吸感 染 症 関連ウイ ルス の遺伝子 解析

の技術 研 修 （新潟大 学医 学部国 際 保健 学， 同小児

科 学， 新潟県 保健環境科 学究所 （ ウイ ルス科 ））
などを行 った．

お わ り に

本 プ ロジ ェクトも期 間半 ば にな ってきました
が， ミャ ンマ一 国 内の医療・ 研究機 関との連携 に
より， インフ ルエンザ を始め ， まだ実 態 が明らか

となっていない小児重 症肺 炎の疫学的 調 査 ・ 研究
は順 調 に進 ん でいる ． こ れら疾 病 の解析結果を基
に，感 染 症伝播地図 を 作成しながら日本 への輸入

リス クを いち 早 く捕捉 し，日本 のワ クチン株選択

や新規 ワ クチン開 発，抗 菌薬開 発に資 する情 報 を ，

日本 の国立感 染 症 研究所や大 学・ 研究機 関 などに
提供 したい．

2 ミ ャ ン マ ー に お け る 2017 年の イ ン フ ル エ ン ザ流行 と 新潟大学拠点の対応

齋藤 玲子 I • 渡部 久実 2 · Su Mon Kyaw Win 2 · Nay Chi Win 2 •  Lasham Di Ja 2 ・ 齋藤 昭彦 3

1 新潟大学大学院医歯学総合研究科 ・ 国際保健
2 新潟大学 ミ ャ ン マ ー 拠点

3 新潟大学大学院医歯学総合研究科 ・小児科

Influenza Outbreaks in Myanmar in 2017 and Contribution of Niigata University 

Reiko SAITO 1, Hisami WATANABE 2, Su Mon Kyaw WIN 2, Nay Chi WIN 2, 
Lasham DIJA 2 and Akihiko SAITOH 3 

1 Department of International Health, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Niigata University 
2 /nfectious Diseases Research Center in Myanmar, Niigata University 

3 Department of Pediatrics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Niigata University 

要 旨
2017 年， ミ ャ ンマ ー でイ ン フ ル エ ン ザ A/H1Nlpdm09 の大流行 が起 こ っ た ． 肺炎 に よ る死

者が続 き 一 時はパニ ッ ク に 陥 っ た 新潟大学は， ミ ャ ン マ ー 国立衛生研究所 と 協力 し て流行制
圧 に 貢献 し た ． ウイ ル ス 遺伝子解析の結果か ら 重症者化 を 起 こ す ウ イ ル ス 変異は認め ら れな い
こ と ， ミ ャ ン マー 株 は イ ン ド か ら 伝播 し， 2018 年の冬に は こ の株が 日 本で流行 し た こ と を 突
き 止め た ．
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